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シロガシラによる露地野菜の被害と防止対策
６．辺境域におけるシロガシラ個体数の季節的変動

外間数男ｎ・村上昭人2）
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地域全体としての個体数には大きな変化はない

ものと推測される．

しかし限られた域内では個体数が大きく変動

し，出入りも激しくなっているものと思われる．

そこで多発地域から遠隔に位置する沖縄本島周

辺離島における個体数の変動を地域の規模や自

然環境，植生などとの関連で検討したので，そ

の概要を報告する．

はじめに

シロガシラは1976年に糸満市摩文仁で初めて

目撃され，その後分布域を拡大し，1980年には

隣接市町村，1987年に沖縄市，旧具志川市，

1988年に読谷村，旧石川市，1991年金武町，

1992年宜野座村，1996年名護市，本部町，1997

年東村，大宜味村，1998年国頭村で確認された．

また1997年には伊計島，渡嘉敷島，粟国島，久

米島に確認されるなど，沖縄本島全域および周

辺離島に分布している（金城，1993)．しかし

嵩原ら（1998）は，未確認ながら国頭村や粟国

島，久米島には定着している状況はなく，沖縄

本島北部では生息域が拡大中であるとしている．

現在，シロガシラは沖縄本島全域で周年目撃

することができる．しかし個体数は地域によっ

て異なり，本島中南部で多く，北部では少ない．

また野菜などを主とする園芸地域で多く，サト

ウキビなど畑作地域で少ないなど地域や農業形

態で違いがみられる（外間・村上，2000)．

シロガシラの個体数は季節的に異なり，農作

物への加害にも季節'性がみられる（外間・村上，

2000,2005)．秋冬期には群れを形成し，農作

物を集団で加害することから当該地域では一時

的に高密度となるが，移動ともに密度は低下す

る．しかしシロガシラの行動範囲にもよるが，
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図１． 沖縄本島および周辺諸島．
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調査は沖縄本島（図ｌ）に近接する名護市屋

我地島，本部町瀬底島，うるま市平安座島，宮

城島，伊計島，浜比嘉島の６地点で行った（図

２，３)．６地域はいずれも本島と橋でつながり，

農業の利用形態や面積，地形などを異にし，ま

た本島の多発地域から海を隔てた辺境域にある

ことから調査地点として選定した．

屋我地島は沖縄本島から近接地点で約200ｍ

離れ，瀬底島は700ｍ，平安座島は勝連半島か

ら４ｋｍの距離にあるが，宮城島は平安座島か

ら約50ｍに位置し，伊計島も宮城島から約30ｍ

の距離にある・浜比嘉島は平安座島から1.2kｍ，

勝連半島から3.2kｍに位置する．

２）調査方法

調査は，与勝諸島が2003年１月から2005年１２

月，屋我地島と瀬底島は2003年５月から2006年

３月に至る問に毎月１回継続的に行った．調査

は車を用いたラインセンサス法で行い，調査地

区内のライン上を時速約10～20kｍで走行しな

がら，片側30ｍの範囲に目撃される個体数を記

録した．個体識別は姿及び鳴き声で行った．各

調査地点には一定のルートを設定し，毎回同じ

距離を同じ時間帯で調査した．各地点の調査距

離は，屋我地島で１６．３kｍ，瀬底島8.2kｍ，平

安座島3.8kｍ，宮城島10.9kｍ，伊計島5.1kｍ，

浜比嘉島6.1kｍであった．また調査の所用時

間は，屋我地島で75分，瀬底島31分，平安座島

17分，宮城島52分，伊計島21分，浜比嘉島26分
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図２．屋我地島および瀬底島の調査地点．

＊島内のラインは調査コース

図３．伊計島および宮城島、平安座島、浜比嘉

島の調査地点．

＊島内のラインは調査コース
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であった．

調査は雨天を避け，晴天や曇天日を選び，１３

時から１６時までに終了し，個体数は単位距離

(k、）当たりに換算して図中に示した．

冬暖く，住宅は密集する．サトウキビ畑が多く，

集落内や周囲には菜園が散在し，周年をとおし

て栽培されていた．また池味区と宮城区は島の

北側から東北に広がり，宮城区が丘陵地の北斜

面中腹に樹木に囲まれ集村の形態になるが，池

味区はやや散村のかたちをなす．集落内と周囲

には野菜など菜園が散在し，サトウキビ畑が周

囲に広がる．また島の周囲は雑木林で囲まれ，

丘陵地には防風林が植栽されていた．

伊計島は与勝諸島の最奥部に位置し，面積は

Ｌ７５ｋｍ２と調査地点で最も小さく，標高も36.3

ｍにすぎない．しかし農耕率は高く，島の中央

台地にはタバコを主としてサトウキビやサツマ

イモ畑が広がり，菜園がところどころに散在す

る．海岸線と台地・農耕地のあいだには雑木林

が島を囲うかたちで広がっている．

浜比嘉島は2.09kｍ２，最高点は78.7ｍである

が，大部分が雑木林で占められ，島の中央台地

にはサトウキビ，集落周囲には菜園が散在する．

特に比嘉から兼久集落にいたる道路沿いは小規

模の菜園が散らばっていた．

結果

１）調査地域の概況

屋我地島は面積7.77kｍ2と，調査したなかで

最大の島であり，最高点は55.2ｍである．調査

ライン上にはサトウキビが多く，島中央にはパ

イナップル畑が広がり，サツマイモ，ウコンな

どが散在する．野菜畑は比較的少なく，集落内

や近接地に小規模の菜園が散在していた．また

マツやギンネム，広葉樹などの雑木林が数ヶ所

にみられる．

瀬底島は本部半島西側に位置し，面積2.99ｋ

ｍ2で，最大標高は40.8ｍである．島は海岸段

丘が発達し，東側は段丘が海にせまるが，西は

緩やかな傾斜で海につながる．農耕地は島の中

央部と東側段丘上に分布し，東側がサトウキビ

を主とするが，中央及び集落北側には野菜やキ

ク，施設がサトウキビ畑の間に散在する．また

集落内には菜園がみられた．

平安座島は，勝連半島から橋渡しで連なる最

初の島であり，面積は5.32kｍ２，最大標高

115.6ｍである．島はほとんどが石油基地で占

められ，島の南西側に集落がまとまり，最高点

の南西傾斜面にはギンネムや広葉樹などの雑木

林が集落とのあいだに広がっている．集落内と

周囲には小規模の菜園が散在する．

宮城島は5.52k㎡と与勝諸島のなかで最大

であり，農耕地面積も多く，最高点121.4ｍの

丘陵地には農耕地が広がり，サトウキビやサツ

マイモ，タバコなどが主として栽培されている．

桃原区は，丘陵地の南西側に位置することから

２）個体数の季節的変動

屋我地島における個体数の季節的変動は明瞭

なパターンを示さなかった（図４）．シロガシ
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図４．屋我地島におけるシロガシラ個体数の変動．

ラは2004年３月以外，毎回目撃された．周年を

通しての個体数レベルは0.98羽/kｍであるが，

比較的変動幅が小さく，ほぼ0.5～15羽/kｍの
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範囲で推移していた．個体数の変動は比較的安

定していたが，場所によって大きく変動するこ

とがあった．特に厳寒期には済井出集落で群れ

の目撃頻度が高くなり，一時的に個体数が増加

したが，運天原や我部，中央台地では逆に少な

くなり，目撃されなくなった．個体数は季節に

よって場所による偏りが大きくなることがあっ

た．しかし季節毎に島内全体の個体数をみると，

春夏期および秋冬期は1.04羽/kｍと変わらず，

また厳寒期も0.83羽/kｍとやや減少しただけで

あった（表ｌ）．屋我地島では，シロガシラの

個体数が厳寒期に一部地域で増加することもあっ

たが，地域全体でみると比較的安定した状態に

なっていた．
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図５．瀬底島におけるシロガシラ個体数の変動．

時より時間の経過にともない増加する傾向にあっ

た．瀬底島では，シロガシラが着実に増加に向

かっていることを示している．

平安座島は周年を通しての個体数レベルが0.

67羽/kｍと，与勝諸島のなかでは密度の低い地

域である.個体数は季節によって大きく異なり，

秋冬期に少なく，春夏期に多くなる変動パター

ンを示した（図６）．また夏期に急減すること

表１．屋我地島および瀬底島におけるシロガ

シラ個体数の季節性⑪．

地域（震罷）
秋冬期2）

(１０～３月）

厳寒期抑

(12～２月） Ｉ
Ｆ
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０．６０
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図６．平安座島におけるシロガシラ個体数の変動．瀬底島は年間を通しての個体数レベルが０６３

羽/kｍと比較的密度の低い地域である．個体数

は春から夏期にかけて増加し秋口まで継続する

が，１２月から２月の厳寒期には急減する変動パ

ターンを示している（図５)．季節毎にみると，

春夏期の個体数は0.72羽/kｍであるが，秋冬期

には0.60羽/kｍとわずかに減少する．しかし厳

寒期は０１２羽/kｍと大幅に減少し，春夏期の１６

％に落ち込でいた（表１）．このことは瀬底島

における厳寒期がシロガシラの生息にとって極

めて厳しい条件であることを示すものである．

また３年間の個体数の推移をみると，調査開始

もあったが，ゼロになることはなかった．個体

数を季節毎にみると，春夏期は0.94羽/kｍであ

るが，秋冬期には0.44羽/kｍと春夏期の半分以

下に落ち込み，厳寒期は0.20羽/kｍと急減し，

春夏期の21％に減少する（表ｌ）．平安座島は

大部分を石油基地で占められることから，生息

域が狭く，秋冬期の採餌動植物にも限界があり，

急激な気象変化（台風・寒波）に耐えられず，

移動が加速し個体数が急減したものと推測され

る．瀬底島と同じように厳寒期の生息条件は極
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めて厳しいと思われる．

浜比嘉島の周年個体数レベルは1.07羽/kｍで

ある．個体数は調査毎に激しく変動するが，秋

冬期に少なく，春夏期に多くなるパターンを示

していた（図７）．しかし夏期に急減し，また

キなど雑木林に留まることも多かった．浜比嘉

島は，伊計島に次いで小さい島ではあるが，菜

園と避難場所があることで生息には比較的好適

であり，厳寒期の生息条件は，瀬底島や平安座

島より厳しくないものと思われる．

宮城島の周年の個体数レベルは1.12羽/kｍで

あり，与勝諸島のなかでは最も密度の高い地域

である．個体数は秋冬期に少なく，春夏期に多

くなるパターンを示した（図８)．しかし宮城
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宮城島におけるシロガシラ個体数の変動．

2003年１月のように調査期間中最大の個体数を

示す場合もあった．また季節毎に個体数をみる

と，春夏期は1.20羽/kｍであるが，秋冬期の

Ｌ０９羽/kｍとほぼ同じであり，厳寒期も074羽

/kｍと大幅に減少することはなかった（表２）．

図８

島全体の個体数を季節毎にみると，春夏期は

1.31羽/kｍであるが，秋冬期は1.09羽/kｍと

やや少なくなり，厳寒期も1.11羽/kｍと大きな

違いはみられなかった（表３）．
表２．与勝諸島におけるシロガシラ個体数の

季節性．

地域（言雪間）
秋冬期z）

(10～３月）

厳寒期３１

(１２～２月）
表３．宮城島におけるシロガシラ個体数の季

節性')．

平安座島

浜比嘉島

伊計島

0．９４

１．２０

１．４６

0．４４

１．０９

０．８１

0．２０

０．７４

０．４２
地域（菅零N）

秋冬期2）

(10～３月）

厳寒期3）

(12～２月）

宮城島 1．３１ 1．０９ 1．１１

平均目撃個体数Ｎo／km

2003年.2004年.2005年４月～９月

2003年．2004年．2005年10月～2006年３月・

2003.2004年．2005年１２月～2006年２月

１）

２）

３）

４）

桃原

丘陵地

池味・宮城

1．５９

１．０４

０．９９

2．３６

０．１６

１．０７

2．９８

０

０．９２

平均目撃個体数Ｎo／km

2003年.2004年.2005年４月～９月

2003年．2004年・2005年１０月～３月・

2003.2004年．2005年12月～２月

Ｊ
１
１
１

１
２
３
４

浜比嘉島は雑木林で広く覆われているが，集落

の近在には菜園が散在する．特に比嘉から兼久

にいたる道路沿いは北側の脊梁台地に遮られて

冬暖かく，周年野菜が植えられ，またシロガシ

ラの避難場所としても好適である．冬期にはシ

ロガシラの集団加害もみられ，また周辺のスス

宮城島は地形的，立地的に桃原区，丘陵地，

池味・宮城区に分けられる．宮城区は丘陵地の

南西側に位置することから冬暖かく，菜園も多
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い、また池味・宮城区は丘陵地の北側に位置す

るが，東側農耕地がシロガシラの避難場所とし

て好適である．丘陵地は高台にあり，防風林も

整備されているが，冬の吹きさらしは厳しい．

3地域における個体数の変動には幾つかの特徴

がみられた．

桃原区は周年個体数レベルが１．７６羽/kｍと，

宮城島のなかで最も高い地域である．個体数の

季節的変動は明瞭でなく，変動幅も小さく比較

的安定していた（図９）．季節毎に個体数をみ
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図10．宮城島丘陵地におけるシロガシラ個体数の

変動．

く，春夏期に多くなる傾向にあったが，冬に個

体数が多くなり，また夏に少なくなることもあ

り明瞭な季節`性はみられなかった（図11)．季
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図９．宮城島桃原区におけるシロガシラ個体数の

変動．

～－句ｕ＞ト｡=三面ｕ＞ト‐二ミロＩｐト｡￣
ｇｇｇ

目Ｂ調査時期目

図11．宮城島池味・宮城地区におけるシロガシラ

個体数の変動．ると，春夏期は1.59羽/kｍであるが，秋冬期に

は2.36羽/kｍに増え，厳寒期には2.98羽/kｍと

増加した（表３）．個体数が春夏期より厳寒期

で多くなることは他に例がない．桃原区は丘陵

地の南側に位置することから避難場所にもなり，

また菜園も多いことから厳寒期のシロガシラの

生息にとって最も好適な条件になっていると思

われる．

丘陵地は周年の個体数レベルが0.54羽/kｍと，

宮城島なかで最も低い地域である．個体数は秋

冬期に少なく，春夏期に多くなる変動パターン

を示した（図１０)．特に秋冬期には個体数が

0.16羽/kｍと少なく，春夏期1.04羽/kｍの15％

に落ち込み，厳寒期には全く確認されなくなっ

た（表２)．厳寒期の丘陵地はシロガシラの生

育にとって最も厳しい地域である．

池味．宮城区は，周年個体数レベルが0.96羽

/kｍである．個体数の季節変動は秋冬期に少な

節毎に個体数をみると，春夏期は0.99羽/kｍで

あり，秋冬期は1.07羽/kｍ，厳寒期は0.98羽／

kｍと季節間でほとんど差がなかった（表３)．

同地区は丘陵地の北側に位置するが，東側の農

耕地やススキなど雑木林には，厳寒期にシロガ

シラの群れが数度となく確認されたことから，

生息条件として良好な環境を与えているものと

思われる．

伊計島は周年の個体数レベルが1.13羽/kｍで

あり，宮城島に次いで高い地域である．個体数

の季節的変動は，秋冬期に少なく，春夏期に多

くなるパターンを示したが，2005年は変動が激

しく一定の傾向をみつけることができなかった

(図12)．また個体数を季節毎に|ごみると，春夏

期は1.46羽/kｍであるが，秋冬期には0.81羽／

kｍに減少し，厳寒期は0.42羽/kｍと春夏期の
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大部分を石油基地で占めることから，シロガシ

ラの生息域としては小さい．厳寒期は瀬底島や

伊計島と同じように生息条件が厳しく，個体数

が急減したものと推測される．これに対し浜比

嘉島は，瀬底島より面積は小さいが，厳寒期の

個体数の急減がみられなかった．同島は宮城島

と同じ地形を示し，島中央部には丘陵地が形成

され，南東側崖下にはススキなど雑木林が広が

り，菜園が散在するこれらの条件は桃原区と

同じものであり，また厳寒期にはシロガシラが

集団で加害することも目撃されたことから，生

息の必要条件は揃っている規模は小さくても，

シロガシラの生息条件が十分であれば域外移動

することなく留まり，厳寒期を潜り抜けていけ

ると思われる．

シロガシラは，冬期低温期になると強風を避

け，南傾斜面など保温効果の優れた場所を選ぶ

ことがしばしば観察される．また鳥類が冬期に

北から南に移動し，山から里に下りることも良

く知られていることである．シロガシラも好適

条件を求め，群れをなして集団加害を繰り返し

ながら移動していると推測される．移動は生息

条件が十分であれば小規模になるが，不十分で

あれば広域に移動する．また密度が高くなると

条件を補うために広域移動せざるを得ないもの

と思われる．今後，発信器や人工衛星を利用し

た行動追跡を行うことでシロガシラの移動分散

が明らかにされると思われる．

28％になった（表２）．伊計島は調査地点で最

も小さく，生息域や秋冬期の採餌動植物にも限

界があることから，厳寒期のシロガシラの生息

にとって極めて厳しい条件と思われる．
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考察

シロガシラの個体数は明瞭な季節的変動を示

す地域もあったが，調査日毎に激しく変動し，

一定の傾向がみられない場合もあった．しかし

各地域とも春夏期に個体数が多く，秋冬期に少

なく，厳寒期にはさらに減少するパターンを繰

り返す傾向にあった．また同一島内でも，地形

や栽培条件などによって個体数に偏りがみられ

た．特に規模の大きい島では，厳寒期に生息条

件のよい好適環境下に集まり，群れをなす傾向

にあった．しかし小さい島では，厳寒期の厳し

い条件に耐えられず，移動せざるをえないこと

から個体数の減少がみられた．

瀬底島や伊計島など小さい島では，野生採餌

動植物の容量が小さいことから秋冬期，特に厳

寒期に餌不足をきたしやすい．また域内移動で

好適条件を確保するにも規模の小さいことから

難しく，他に移動せざるをえない．これに対し

屋我地島や宮城島など大きい島では，多様な地

形や植生，農業形態があることから餌確保の場

所など生息条件が整っており，域内移動するこ

とで厳寒期を耐え抜いているものと思われる．

平安座島は宮城島とほぼ同じ面積であるが，
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